
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は南高校附属中学校 10期生適性検査、南高校 68期生高校入試が実施されました。南高校および附属中学

校にも新しい春の足音が聞こえてきます。令和 2年度の附属中学校の生活も残りひと月となりました。今年度の

総仕上げをしている各学年の様子をお伝えします。 

保護者の皆さま、1 年間さまざまな場面でお力添えいただきありがとうございました。令和２年度も残りひと

月、よろしくお願いいたします。 
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令和２年度の有終の美を求めて 

疾風
しっぷう

に勁
けい

草
そう

を知る 

３年学年主任 朝比奈 康江 

疾風とは激しい風、勁草は丈夫な草を指します。穏やかなときは、みな同じように見えますが、ひとたび激

しい風が吹くと、弱い草は倒れてしまいますが、強い草は叩かれたも叩かれても頭を上げてまっすぐ立とうと

します。疾風の日こそ、勁草の真価が発揮されるのです。（「後漢書」より） 

7 期生にとって今年度は試練の年だったと思います。休校期間でスタートした中学校最終学年は、コロナ禍

の不安の中で、集大成とも言える研修旅行や行事の中止が待っていました。 

その中で、中学校だけで行われた体育祭では下級生をリードして盛り上げたり、「学校で仲間に会える」と

いう今まで当たり前だと思っていたことに感謝したり、真摯に日常生活を送っていた姿に、この言葉を思い出

しました。 

皆さんはすでに「勁草」です。これから先、さらに豊かな経験を積んで根を伸ばし、枝を広げ、大輪の花を

咲かせてくれると信じています。 

いつもの朝の風景 

２年学年主任 蛭田 真生 

毎朝、廊下から各クラスの様子を眺めています。朝学活のほんのわずかな時間を活用して、ゲームやクイズ

で盛り上がるクラス、動画を流しながらみんなで踊るクラス、あいさつの声出しをするクラスなどなど・・・

どの教室からもみんなの元気な声や楽しそうな笑い声が聞こえてきます。そんなみんなの声を聞いていると、

「今日もがんばろう！」という気持ちが自然と沸いてきます。 

みんなの昨年の振り返りには「何気ない日常が楽しかった」という感想が多くありました。ともすれば、鬱々

とした社会のムードにのまれそうになってしまう日々でしたが、いつも仲間を思いやり、創意工夫し、毎日を

精一杯楽しもうとするみんなの姿にたくさんの元気をもらった一年でした。ありがとう。 

８期生の皆さん、いよいよ３年生になりますね。今年もきっと楽しいこと、大変なこと、いろいろなことが

あると思います。周囲への思いやりや感謝の気持ちをいつも忘れずに、目の前のことに全力で取り組んでいっ

てほしいと思います。飛躍の一年にしていきましょう！ 

「ありがとう」を贈ろう 

                      １年学年主任 福田 由美 

国語の授業で創作した「故事成語附属中物語」の中に、「附属中生は和して同ぜず」という物語がありまし

た。その物語は、「相手の意見をただ否定することはなく、また単純に同調することもなく、新たな提案をす

ることができる。それは友だちと仲良くしたいという友情と、自分の意見も貫きたいという主体性が両立する

南高生らしい一面である」と結ばれていました。9 期生もここまでこれたのだと、ほっとしています。不安や

心配が混ざり合ってスタートした中学校生活。さらに、みんなで、一緒に、大笑いしながら…が叶えられない

日々が続きました。そんな中で、健気に精一杯附属中学校の生活になじみ、互いの良さを受けとめ認めあい、

引き出しあってきた 9期生。そのやわらかな感性に 9期生の可能性の大きさを感じます。附属中での最初のク

ラスでの生活もあとわずか。ともに不安を乗り越えてきた仲間に、たくさんの「ありがとう」を贈りましょう。 

 



 

 

 

2 月 9 日（火）7 時間目に、ミニ百人一首大会が開催されました。新型コロナウィルス感染予防を考慮した、9 期生版

ミニ大会となりました。ミニ大会後、どの教室にも「楽しかった！」「負けて悔しかった！」「もっとやりたい！」と興奮さめ

やらぬ弾んだ声が飛び交っていました。狙っていた札、お気に入りの札は取れましたか？ 

  国語の授業では、「1 年生は百人一首の対戦を楽しむ」ことを目標に取り組みました。道徳の時間には「百首の和歌か

ら、自分の別荘を飾るとしたらどの一首を選ぶ？」という問いかけで、小倉百人一首誕生の背景を学び、和歌の内容を

考えるきっかけを持ちました。大会を通して百人一首を楽しみ、中学校の 3年間、さらに高校生や大人になってからも日

本の伝統文化に親しみ、大切にする姿勢を持ち続けてほしいと願っています。来年は、もっともっと思いっきり発散しな

がら大会ができるといいですね。 

 

感染予防対策として競技方法の変更 

１年生は例年、みんなが初心者であることを鑑みて、各クラスから一人

ずつ集まった四人が一組となって、「散らし取り」で対戦します。しかし、今

回は顔を寄せ合うことを避けて、異なるクラスの二人が「源平戦」で戦うこ

とに変更しました。源平戦は散らし取りよりもルールが増えますが、9期生

はルールや勝敗の決定法の確認も頑張りました。１回の対戦を２０枚ずつ

で行い、相手を 5回変えて戦いました。 

 

国語係さん、頑張りました！ 

  例年ならば学年全員が柔道場に集まり、準備も対戦も片付けも一斉に

展開します。しかし今回は、4つの教室に分かれて行いました。4つの教室

ではそれぞれのクラスの国語係さんが準備や、開会式、片付けの指示など

を担当してくれました。2 月は適性検査などの休業日が重なり、準備する

日程が限られているなか、国語係さんは臨機応変に大会の流れを把握

し、進行してくれました。どうもありがとうございました！ 

 

ゲストの詠み手の先生方登場！ 

  4 つの教室では、担任の先生方や

学年の先生が札を詠みました。そのな

かに特別ゲストの先生方も登場！白

田校長代理先生、藤森副校長先生、

英語でお世話になっている梶ヶ谷先

生が詠んでくださいました。お忙しい

なかありがとうございました！ 

ミニ百人一首大会 開催！ 



そして…勝敗の行方は！？ 

【クラス対抗戦】 

優勝 4組（114勝）  2位：2組（108勝）、 3 位：3組（106勝）、 4位：1組（72勝） 

 

【個人戦】 おめでとう！ 

１位 あああああ（２組） 91 枚 １１ あああああ（4組） 76枚 ２３ あああああ（1組） 64枚 

２ あああああ（4組） ８７枚 １３ あああああ（1組） 75枚 ２３ あああああ（3組） 64枚 

３ あああああ（1組） 84枚 １３ あああああ（2組） 75枚 ２５ あああああ（1組） 63.7 枚 

４ あああああ（２組） 81 枚 １５ あああああ（3組） 73枚 ２６ あああああ（2組） 63枚 

５ あああああ（2組） 80枚 １６ あああああ（4組） 71 枚 ２６ あああああ（3枚） 63枚 

５ あああああ（3組） 80枚 １７ あああああ（4組） 70枚 ２６ あああああ（4組） 63枚 

７ あああああ（2組） 79枚 １８ あああああ（2組） 68枚 ２６ あああああ（4組） 63枚 

８ あああああ（1組） 78枚 １８ あああああ（3組） 68枚 ３０ あああああ（2組） 62枚 

８ あああああ（2組） 78枚 １８ あああああ（4組） 68枚 ３０ あああああ（3組） 62枚 

８ あああああ（3組） 78枚 １８ あああああ（4組） 68枚 ３０ あああああ（4組） 62枚 

１１ あああああ（4組） 76枚 ２２ あああああ（2組） 67枚 ３０ あああああ（4組） 62枚 

     は、1 試合不戦勝のため、4試合の結果を 5試合分に換算してあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デリバリー型給食実施のお知らせ 

令和３年度より本校でもデリバリー型給食（ハマ弁）が利

用できることとなりました。利用方法は次の通りです。 

① アプリに利用登録して注文します。（パンフレットが必

要な場合は、担任の先生に申し出てください。） 

② 昼休みに、元かもめパン部屋でスタッフさんから受け取

り、自分の学級で食べます。 

③ 食後は、食器をスタッフさんに返却します。 

 

 

 

 

 

 

 

如月の福袋 

2月3日適性検査日、あれから1年経ちました。あの日抱いた思いは、まだ心の中にありますか？「初志

貫徹」、この3学期期末試験も、残されたクラスの日々も、去年の自分に「OK！」と応えられますように！ 

EGGポスターセッション 

保護者参観見送りのお知らせ 

 

 3 月 13日（土）の EGGポスターセ

ッションは、新型コロナウィルス感染

予防対策のため、保護者の参観を見送

ることにしました。ご了承ください。 

 

 

 

 


